
学校運営協議会 会議実施報告書 

 

 このことについて、「岐阜県立学校における学校運営協議会の設置等に関する規則」第８条第１項に

基づき、次のとおり学校運営協議会を開催しましたので、その概要について報告します。 

 

 

１ 会 議 名  不破高等学校 学校運営協議会  （第３回） 

 

２ 開催日時  令和５年２月１０日（金） １５：３０～１６：４０ 

 

３ 開催場所  不破高等学校ガイダンス室 

         

４ 参 加 者  会  長   竹内 治彦   岐阜協立大学学長 

              副 会 長     和田  満    垂井町教育委員会教育長 

委  員   中川 敏之   関ケ原町教育委員会教育長 （欠席） 

長谷川 妙子  関ケ原町教育委員 

林田 力    不破中学校校長      （欠席） 

小川 美紀子  宮代こども園園長 

吉田 茂喜   特別養護老人ホームいぶき苑施設長 

                     （欠席） 

中村 美幸   地域住民代表（垂井町）  

髙木 淳一   ＰＴＡ会長         

高木 佐知子  地域住民代表（大垣市）  （欠席） 

                オブザーバー 富田 栄次     垂井町議会議長       

太田 佳祐     垂井町議会議員 

鉃井 宣人     NPO法人 泉京・垂井      （欠席） 

廣瀬 みどり   垂井町食生活改善協議会   

多和田 恵子   垂井町バドミントンスポーツ少年団  

                                                                 

              学 校 側     高木 岳      校長 

                          早野 宏樹     教頭 

                             竹中 淳二    事務長 

               臼井 澄人   教務部長  

                             岩田 眞和   進路支援部長 

                                                 

 

５ 会議の概要（協議事項） 

       

 １．生徒の実態や時代の変化に即した、活力ある学校経営の推進について 

２．基礎･基本の定着と主体的な学習態度の育成について 

３．基本的生活習慣を確立し、生命の安全と互いの人権を尊重する規律ある学校づくりの推進について 

４．個に応じた進路目標実現のための学力の定着と対人関係能力（コミュニケーション能力）の育成について  

 

 

 



   意見１：学校の生徒への姿勢や取り組みの様子はよくわかる。アンケートの結果については、

定量的な資料を基にした分析などしていくとよい。 

   意見２：不破高校のホームページで、園児と高校生の交流を拝見し心を打たれた。また、不

破高校では年３回の演劇ワークショップの取り組みが継続して行われているが、例

えば構成的グループエンカウンターなどをワークショップの間に取り入れることで、

その間を繋ぐことになり、効果がある。 

 意見３： ３年生の生徒の動画や、スポーツチャンバラの活躍などは中学校に向けて発信する

などしてはどうか。アンケートで「分からない」という回答が目立つが、アンケー

トを実施する際に、補助的な説明を加えるなどして生徒の実態を掴むように工夫で

きるとよい。 

      意見４： 園児が高校生と直接触れ合うと、園児は「楽しい」と口にする。少子化と言われる

時代の中で高校生が幼い子と触れ合えるのも貴重なことだと考える。また、３歳ご

ろに出会った園児と１０年後に会えて、成長した姿が見られて嬉しかった。園とし

ても、このような機会を継続していきたい。 

   意見５：授業参観のとき、高校生のレベルを前提にした授業ではなく、生徒一人一人に寄り 

添った授業がなされていたことは非常によい。 

意見６： 自分の子どもが春に入学する大学の勉強のために高校に来ているが、そんなことも

面倒を見てくれる学校はとてもありがたい。 

意見７： 文化祭に参加させていただいたが生徒が明るく、生き生きとしていた。また先生方

が生徒たちに溶け込もうとしていたことがよかった。先生と生徒が一丸となってい

くことで、部活動の成績にも繋がるだろうし、さらには、社会に出たときに社会に

順応する力となる。 

     意見８： 一昨年生徒と一緒に LINEスタンプを作成したが、町の人にも好評である。高校生が

成功体験を積み重ねていけることが重要である。例えば、まちづくりで自分たちの

アイデアを町に届けられるなど出来るといい。駅で出会う生徒も、以前よりも積極

的に挨拶をしてくれることが増えた。関わりをもつことが大切だ。 

   意見９： 調理実習で生徒と関わっているが、とても素直で、こちらが言うことをしっかりと     

       聞いてくれる。今年は調理実習を休む生徒も少なかった。また廊下で出会う生徒も 

しっかりと挨拶ができるのでよい。 

  意見１０：中学校時代に関わった生徒が不破高校の３年生に在籍している。高校３年間で自分 

に自信をもって生活できるようになった。後輩に対して指導することにより、言葉 

遣いなども変化が見られた。直接生徒と関わらせていただきとても感謝している。 

 

６ 会議のまとめ 

第３回学校運営協議会では、本校の成果と課題について動画等を用いて紹介し、委員の皆様からご意

見等をいただいた。 


